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不登校経験や外国にルーツを
もつ生徒に対応した

情報科授業の実践

東京都立一橋高等学校 喜多 智美



はじめに

本校の特徴

• 昼夜間三部制定時制普通科、単位制



はじめに

本校の特徴

• 昼夜間三部制定時制普通科、単位制

• 在京入試対象校、ダイバーシティ推進校

• 多様な背景をもつ生徒の受け入れが進行中

生徒の多様性

• 不登校経験者

• 外国にルーツをもつ生徒

• 中学校技術の情報分野未履修者

• ICTに不慣れな生徒

将来の進路や社会生活に必要な情報活用能力を着実に育成することが求められている



本校で開講している情報科目

情報Ⅰ

１年（２～４年） 共通必履修科目

情報Ⅱ

２～4年 自由選択科目

情報デザイン

３・４年 自由選択科目

情報入門

1年 自由選択科目

タイピングや文書作成、表計算、プレゼンテーションなど、情報活用の基礎を

実習中心に学ぶ



対象生徒の実態

20%
外国にルーツをもつ生徒

全校生徒の約2割、新入生では

約2.5割が外国にルーツを持っている

60% 多数



日本語支援対象生徒の全体像

129
対象生徒総数

日本語支援を必要とする生徒の総数

14
出身国数

多様な文化的背景を持つ生徒たち

（例）

中国、フィリピン、ネパール、日本、タイ

ウクライナ、韓国、コンゴ、アメリカ、ミャンマー

イエメン、インド、カメルーン、ニカラグア



対象生徒の実態

20%
外国にルーツをもつ生徒

全校生徒の約2割、新入生では

約2.5割が外国にルーツを持っている

60%
不登校経験者

中学校で不登校を経験した生徒が

約4〜6割在籍している

多数
ICT未習熟者

ICTに不慣れな生徒や中学校で技術の情報

分野を未履修のまま入学した生徒も多い

言語面・学力面・文化的背景・生活リズムなどにおいて、生徒ごとの個別性が非常に高い状況である



授業参加の困難と
 授業設計上の課題

言語面での困難

日本語の読みが難しい生徒が多く、漢字の理解に課題

ICTスキルの差

ローマ字入力に不慣れな生徒や基本的なPC操作に困難を

抱える生徒が存在

授業参加そのものの困難

学習習慣が十分に身についていない生徒や、過去の経験

から授業内での発言や活動に不安を感じる生徒も多い



授業における工夫と実践例

ルビ・翻訳ツールの活用

• 言語面での支援



ルビ・翻訳ツールの活用

ルビ付き教材

• プリントのすべての漢字にルビを振る

• 日本語の読みが不安な生徒に対応

• 外国にルーツをもつ生徒への支援

翻訳機能の活用

• スマートフォンの翻訳アプリ

• ブラウザ標準の翻訳機能併用

• 母語で内容確認しながら学習

Wordですべての漢字にルビを振るのが大変！
→マクロでルビを振っている
参考：「福原将之の科学カフェ」

Wordの文章にルビ（ふりがな）を自動で振れるマクロ
https://kagakucafe.com/2020092311700.html

総ルビ教科書の提示
→東京書籍「新編情報Ⅰ」

「情報Ⅰ」「情報Ⅱ」初回授業でのレディネステスト
参考：神奈川県高等学校教科研究会情報部会「情報科導入テスト」
今後はベネッセ「Pプラスコア」（中学卒業レベル）も検討

「情報Ⅰ」の年度の総まとめのテスト
参考：ベネッセ「Pプラスベーシック」（情報Ⅰ／高校標準レベル）



レディネステストでの分野別に見た正答率が低い領域（傾向）

1
ネットワーク系

基本的なネットワーク機器（ルータなど）への理解が不足

2
メール・情報モラル

情報倫理や適切な利用マナーの理解がやや弱い

3
ファイル形式・拡張子

ファイルの種類と拡張子の関係に混乱あり

4
コンピュータ構成

ソフトウェアとハードウェアの違いが曖昧

5
センサ・制御系

計測と制御のシステム構成の理解が不十分

6
文書処理ソフト

Wordの書式設定などの操作経験が浅い可能性

7
入力操作

ローマ字入力のルールが曖昧



授業における工夫と実践例

ルビ・翻訳ツールの活用

• 言語面での支援

視覚配慮資料

• UDフォント・色付き解答用紙



視覚配慮資料の活用

UDフォントの使用

• 視認性に配慮した授業プリント

資料形式の選択

• 紙と電子のいずれでも選択可能

• 生徒の学習スタイルにや特性

に応じた対応

色付き解答用紙

• 定期考査での視認性向上

• 集中力の維持に配慮

• UDデジタル教科書体を使用



授業における工夫と実践例

ルビ・翻訳ツールの活用

• 言語面での支援

視覚配慮資料

• UDフォント・色付き解答用紙

実習重視の構成

• 段階的なスキル習得



実習重視の構成
（例）

1 タイピング実習

• 毎回の授業で実施

• 指使いや入力内容を可視化

できる支援ツールの活用

• 成長を実感できる工夫 ・ベネッセ「マナビジョン タイピング」
ホームポジション練習→日本語入力

・「寿司打」
・「毎日パソコン入力コンクール」

第6部和文B高校生、第4部英文B

ベネッセ「マナビジョンタイピング」



2 Excel教材を用いた実習

• デジタル表現や論理回路

の仕組み、シミュレー

ションの様子を視覚的・

操作的に学習

• 抽象的な内容を具体的に

捉える工夫

実習重視の構成
（例）



3 Web教材を活用した実習

• 身近なデータを扱いなが

ら、リレーションや検索

など情報の構造的な活用

を学習

• プログラミングの導入は

楽しみながら実施する

工夫

実習重視の構成
（例）

データベース
・データベース学習システム「sAccess」

プログラミング
・「アルゴロジック2」
・「ライフイズテックレッスン」（夏休み課題）
・（今年度から）「micro:bit」

通信プロトコル
・通信プロトコルシミュレータ「ProtoSim」

• TCP/IPの仕組みと重要性

を視覚的に理解

「ライフイズテックレッスン」AI顔認識（AIで笑顔を判定しよう）



授業における工夫と実践例

ルビ・翻訳ツールの活用

• 言語面での支援

視覚配慮資料

• UDフォント・色付き解答用紙

実習重視の構成

• 段階的なスキル習得

考える力を育む課題

• 思考力・判断力・表現力の育成



考える力を育む実習・課題

マイナンバーカード制度の是非

• 社会的課題についての考察

著作権侵害の判断クイズ

• 法的・倫理的判断力の育成

ネットワーク構成の検討

• 学校や自宅のネットワーク構成を考える

ピクトグラムのデザイン

• 学校内で使用できるピクトグラムを自らデザイン

生徒にとって身近で関心を持ちやすい題材を取り上げ、「自分ごと」として考えられるよう工夫



授業における工夫と実践例

ルビ・翻訳ツールの活用

• 言語面での支援

視覚配慮資料

• UDフォント・色付き解答用紙

実習重視の構成

• 段階的なスキル習得

考える力を育む課題

• 思考力・判断力の育成

ICTを活用した振り返り

• 学びの定着と共有



ICTを活用した振り返り

Formsを活用した振り返り

• 授業内容の理解度を4段階（A〜D）で自己評価

• 「できたこと」「難しかったこと」「気づいたこと」
などを自由記述

• 学びの定着とメタ認知的な視点の育成

教員は回答を集計・分析し、次回の授業で「前回のキーワード」や「印象に残った意見」などを匿名で紹介



ICTを活用した共有

共有ホワイトボードツール

• Microsoft Whiteboard

PowerPointの共同編集

• 複数人での同時編集による協働作業

• ブレーンストーミングや情報整理に

活用



授業における工夫と実践例

ルビ・翻訳ツールの活用

• 言語面での支援

視覚配慮資料

• UDフォント・色付き解答用紙

実習重視の構成

• 段階的なスキル習得

考える力を育む課題

• 思考力・判断力の育成

ICTを活用した振り返り

• 学びの定着と共有

誰もが安心して学べる環境づくりを心がけている



課題と今後の展望



課題①：支援の段階的な在り方

現状の課題

ルビや翻訳ツールなどの多角的な支援は有効だが、

支援に依存しすぎることで「自分で考え、判断する力」

の育成が阻害される可能性

今後の方向性

段階的に支援を減らし、生徒の自立的な学びを促す

授業設計が求められる



課題②：ICT活用への
習熟度の差への対応

現状の課題

• Forms、クイズツール（Kahoot!など）、共有ホワイトボー

ドツール、PowerPointの共同編集などは学び合いに有効

• しかしICTに不慣れな生徒にとっては操作そのものが学習

のハードルとなる

今後の方向性

• Web教材やExcel教材などを用いた実習での習熟度に

応じた支援体制の強化

• 個別の習熟度に合わせた段階的な指導の工夫



課題③：学びの成果の可視化と蓄積

現状の取り組み

• タイピング記録の保存
• Formsによる振り返りの実施

課題
• 思考活動や作品制作のアウトプットの蓄積方法

• 評価への連携が不十分

今後の方向性
• eポートフォリオを活用した学習の記録・共有の仕組み

を充実

• 生徒の成長実感につながる仕掛けの工夫



今後の展望：学外連携と新技術の導入

情報科教育の充実

多様な背景をもつ生徒に対応した

情報科教育の構築

学外との連携

企業や地域との連携による実践的な

学び

生成AIの活用

新たな情報技術の教育への導入

進路につながる学び

将来の進路や社会生活に活かせる

情報活用能力の育成
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